
平成年月日 金曜日 (第号付録) 月目録官 報
一
六
〇

賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
七

条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に

基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
金
融
機
関
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
一
73

一
六
一

平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る

後
期
高
齢
者
医
療
の
調
整
交

付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関

す
る
省
令
第
四
条
第
二
項
及

び
第
四
項
並
び
に
第
五
条
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
普
通
調

整
係
数
及
び
補
正
係
数
並
び

に
一
人
平
均
所
得
額

三
一
73

一
六
二

平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の

前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額

の
算
定
に
関
し
て
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
及
び
額
を

公
示
す
る
件

三
一
73

一
六
三

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の

前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額

の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
の

規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
八

年
度
に
お
け
る
全
保
険
者
平

均
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込

値
及
び
平
成
二
十
六
年
度
に

お
け
る
全
保
険
者
平
均
前
期

高
齢
者
加
入
率
を
公
示
す
る

件

三
一
73

一
六
四

平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る

改
正
前
の
老
人
保
健
法
に
よ

る
保
険
者
の
拠
出
金
の
額
の

算
定
に
関
し
て
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
率
及
び
額
を
公

示
す
る
件

三
一
73

一
六
五

介
護
保
険
法
等
の
施
行
に
伴

う
厚
生
省
関
係
省
令
の
整
備

等
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に

基
づ
き
平
成
二
十
六
年
度
に

お
け
る
老
人
保
健
施
設
療
養

費
等
確
定
率
を
公
示
す
る
件

三
一
73

一
六
六

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及

び
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の

算
定
に
関
す
る
基
準
及
び
食

事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、

光
熱
水
費
及
び
居
室
の
提
供

に
要
す
る
費
用
に
係
る
利
用

料
等
に
関
す
る
指
針
の
一
部

を
改
正
す
る
件

三
一
73

一
六
七

平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
五
十
三
号
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一
73

一
六
八

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介

護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進

す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
に
伴
う
関
係
告
示
の

整
備
に
関
す
る
告
示

三
一
73

一
六
九

平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
三
百
十
四
号
の
一
部

を
改
正
す
る
件

三
一
73

一
七
〇

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百

十
二
条
第
二
項
第
一
号
イ

の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
地
域
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
一
73

一
七
一

国
民
年
金
の
保
険
料
を
追
納

す
る
場
合
に
納
付
す
べ
き
額

を
定
め
る
件

三
一
特13

一
七
二

国
民
年
金
の
後
納
保
険
料
を

納
付
す
る
場
合
に
納
付
す
べ

き
額
を
定
め
る
件

三
一
特13

一
七
三

国
民
年
金
の
特
定
保
険
料
を

納
付
す
る
場
合
に
納
付
す
べ

き
額
を
定
め
る
件

三
一
特13

一
七
四

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰

国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保

険
料
の
額
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三
一
特13

一
七
五

平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担

金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令

第
二
十
五
条
の
三
第
一
項
第

二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
率

三
一
特13

一
七
六

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
一
特13

一
七
七

職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十

五
条
の
八
第
一
項
及
び
職
業

訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定

求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関

す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
計
画
を
定
め

る
件

三
一
特13

一
七
八

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用

医
薬
品
等

三
一
特13

一
七
九

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助

金
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
件

三
一
特13

一
八
〇

施
設
等
機
関
に
委
任
し
た
補

助
金
の
交
付
に
関
す
る
事
務

三
一
特13

一
八
一

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

二
十
六
条
の
二
十
七
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
健
康
の

保
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防

へ
の
取
組
を
定
め
る
件

三
一
特13

一
八
二

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告

示
の
整
理
に
関
す
る
告
示
を

定
め
る
件

三
一
特13

一
八
三

社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告

示
の
整
備
に
関
す
る
告
示

三
一
特14

一
八
四

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化

の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
研
修
を
定
め
る
件

三
一
特14

一
八
五

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定

通
所
支
援
及
び
基
準
該
当
通

所
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額

の
算
定
に
関
す
る
基
準
及
び

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用

及
び
光
熱
水
費
に
係
る
利
用

料
等
に
関
す
る
指
針
の
一
部

を
改
正
す
る
件

三
一
特14

一
八
六

健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
二

十
三
条
の
六
第
三
項
第
三
十

三
号
、
厚
生
年
金
保
険
法
施

行
規
則
第
九
条
の
五
第
三
項

第
三
十
三
号
及
び
国
民
年
金

法
施
行
規
則
第
七
十
七
条
の

六
第
三
十
二
号
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
課
程

三
一
特14

〇
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省

二

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金

基
金
法
附
則
第
十
九
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
同
法
第
十
条
第
一
項

第
三
号
の
厚
生
労
働
大
臣
及

び
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す

る
者
を
指
定
す
る
等
の
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
八
69
五
三

〇
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

一

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
二
項
各
号
又
は
第
三

項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
化
学

物
質
そ
の
他
の
同
条
第
五
項

に
規
定
す
る
評
価
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
な
い

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環

境
大
臣
が
指
定
す
る
化
学
物

質
を
定
め
る
件

二
四
66
四
五

二

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
優

先
評
価
化
学
物
質
の
指
定
を

取
り
消
す
件

二
八

六


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